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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年2月16日(2012.2.16)

【公開番号】特開2011-5326(P2011-5326A)
【公開日】平成23年1月13日(2011.1.13)
【年通号数】公開・登録公報2011-002
【出願番号】特願2010-231425(P2010-231425)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月21日(2011.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特別図柄表示部に可変表示される特別図柄の表示結果があらかじめ定められた特定表示
態様となったときに遊技者に有利な遊技状態に制御可能な遊技機であって、
　遊技の進行を制御する遊技制御手段と、少なくとも前記特別図柄表示部と装飾図柄を表
示する装飾図柄表示部とを有する可変表示装置と、前記可変表示装置の表示状態を制御す
る可変表示制御手段とを備え、
　前記可変表示制御手段は、前記特別図柄表示部に特別図柄を可変表示する制御を行う特
別図柄表示制御手段と、前記特別図柄表示部に表示可能な表示内容よりも多い種類の表示
内容を前記装飾図柄表示部に表示可能な装飾図柄表示制御手段とを含み、
　前記遊技制御手段は、可変表示開始の条件の成立にもとづいて特別図柄の表示結果を特
定可能なコマンドを前記可変表示制御手段に送出し、
　前記可変表示制御手段は、前記遊技制御手段からの前記コマンドを受信し、前記特別図
柄表示制御手段を用いて特別図柄を可変表示させるとともに前記装飾図柄表示制御手段を
用いて装飾図柄を可変表示させ、前記特別図柄表示部の表示結果と前記装飾図柄表示部の
表示結果とが整合するように可変表示制御する
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明による遊技機は、特別図柄表示部に可変表示される特別図柄の表示結果があらか
じめ定められた特定表示態様となったときに遊技者に有利な遊技状態に制御可能な遊技機
であって、遊技の進行を制御する遊技制御手段と、少なくとも前記特別図柄表示部と装飾
図柄を表示する装飾図柄表示部とを有する可変表示装置と、前記可変表示装置の表示状態
を制御する可変表示制御手段とを備え、前記可変表示制御手段は、前記特別図柄表示部に
特別図柄を可変表示する制御を行う特別図柄表示制御手段と、前記特別図柄表示部に表示
可能な表示内容よりも多い種類の表示内容を前記装飾図柄表示部に表示可能な装飾図柄表
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示制御手段とを含み、前記遊技制御手段は、可変表示開始の条件の成立にもとづいて特別
図柄の表示結果を特定可能なコマンドを前記可変表示制御手段に送出し、前記可変表示制
御手段は、前記遊技制御手段からの前記コマンドを受信し、前記特別図柄表示制御手段を
用いて特別図柄を可変表示させるとともに前記装飾図柄表示制御手段を用いて装飾図柄を
可変表示させ、前記特別図柄表示部の表示結果と前記装飾図柄表示部の表示結果とが整合
するように可変表示制御するように構成されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明によれば、遊技制御手段が、可変表示開始の条件の成立にもとづいて特別図柄の
表示結果を特定可能コマンドを可変表示制御手段に送出し、可変表示制御手段が、遊技制
御手段からのコマンドを受信し、特別図柄表示制御手段を用いて特別図柄を可変表示させ
るとともに装飾図柄表示制御手段を用いて装飾図柄を可変表示させ、特別図柄表示部の表
示結果と装飾図柄表示部の表示結果とが整合するように可変表示制御するように構成した
ので、表示演出を豊富にするとともに、表示演出を豊富にしても遊技制御手段から可変表
示制御手段に送出されるコマンド数が増加することのない遊技機を提供できる効果がある
。
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